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健 康 ・ 保 健 ・ 子 育 て

介
護
保
険
高
額
介
護
（
介

護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
の

申
請
は
お
済
で
す
か
？

障
が
い
者
定
期
相
談
会
　
（
２
月
）

身
体
・
知
的
・
精
神
な
ど
に

障
が
い
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家

族
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
、

困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
巡
回
相

談
を
開
催
し
ま
す
。
各
障
が
い

種
別
ご
と
の
相
談
員
の
ほ
か
、

障
が
い
者
の
就
労
に
関
す
る
相

談
員
も
派
遣
さ
れ
ま
す
。
相
談

介
護
保
険
高
額
介
護
（
介
護

予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
と
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
お
支

払
さ
れ
た
１
割
の
自
己
負
担
額

の
う
ち
個
人
の
限
度
額
（
月
単

位
）
を
超
え
た
金
額
が
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
。

介
護
保
険
要
介
護
認
定
の
結

果
通
知
を
送
付
す
る
と
き
に
、

介
護
保
険
高
額
介
護
（
介
護
予

防
）
サ
ー
ビ
ス
費
の
申
請
の
お

知
ら
せ
（
ピ
ン
ク
色
）
を
同
封

し
て
い
ま
す
。
計
算
は
2
年
前

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
世
帯
合
算

も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
申

請
を
し
て
い
な
い
人
は
早
め
の

申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の　

市
民
病
院
公
開
講
座

今
年
か
ら
始
め
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
習
慣

―
正
月
太
り
か
ら
の
リ
セ
ッ
ト
―

極
端
で
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

は
い
く
ら
努
力
し
て
も
な
か
な

か
長
続
き
し
な
い
も
の
で
す
。

焦
ら
ず
頑
張
ら
ず
、
適
正
な

体
重
を
目
指
し
て
あ
な
た
な
り

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

整
っ
た
食
事
を
目
指
し
て
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

1
月
25
日
（
火
）
午

後
３
時
～
４
時
30
分

●
講
師　

管
理
栄
養
士　

西
原

敦
子

●
場
所　

市
民
病
院
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
（
南
病
棟
２
階
）

●
参
加
費　

無
料  

※
申
込
不
要

問
市
民
病
院
看
護
部
長
室

☎
63
・
１
１
１
５
（
内
線
）

230

子
ど
も
手
当

認
定
手
続
き
は
お
済
で
す

か
？

　

15
歳
以
下
の
中
学
校
修
了
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
は
、

認
定
申
請
さ
れ
る
と
「
子
ど
も

手
当
」
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
支
給
開
始
は
、
認
定

請
求
を
し
た
月
の
翌
月
か
ら
で

す
の
で
、
ま
だ
認
定
手
続
き
が

済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
急
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
現
在
受
給
中
の
人
は
、
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課

⑭
番
窓
口

●
必
要
な
も
の　

❶
印
鑑
（
認
印
）

❷
保
護
者
の
健
康
保
険
証

❸
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

※ 

児
童
が
荒
尾
市
以
外
に
居
住

し
て
い
る
人
は
児
童
の
世
帯
全

員
記
載
の
住
民
票
が
必
要
で
す
。

問
子
育
て
支
援
課
☎
63
・
１
４
１
７

水
俣
病
被
害
者
の
救
済
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

県
で
は
、
水
俣
病
被
害
者
に
対

す
る
救
済
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
対
象
者
は
、
か
つ
て
水

俣
湾
ま
た
は
そ
の
周
辺
の
汚
染
さ

れ
た
魚
な
ど
を
た
く
さ
ん
食
べ
た

人
の
う
ち
、
両
手
足
の
先
な
ど
に

感
覚
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
で

す
。
救
済
対
象
者
に
は
、
水
俣
病

被
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
一
時

金
や
療
養
手
当
、
医
療
費
の
自
己

負
担
分
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
熊
本
県
水
俣
病
保
健
課

☎
096
・

333
・
２
３
０
６

❶
印
鑑
（
認
印
で
も
可
）

❷
預
金
通
帳

❸
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

問
健
康
生
活
課
☎
63
・
１
４
１
８

献 血 者 が 減 少 し が ち な 冬 期
は、輸血用の血液不足が起きや
すい季節です。

このため、熊本県では 1 月か
ら 2 月の２カ月間、成人式を迎
える「はたち」の若者を中心に、
県民の皆さんに献血の呼びかけ
を行っています。

あなたの温かい気持ちをお分
けください。
問保健センター☎ 63-1133

10 代、20 代の若者の献
血者数が年々、減少してい
ます。はたちのあなた、一
度、献血体験をしてみてね。

はたちの献血
キャンペーン

どうぞご協力を！

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
２
月
16
日
（
水
）
午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
原
則
予
約
制
で
す
。
相
談
日

の
７
日
前
ま
で
に
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
　
長
洲
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容　

日
常
生
活
、
年

金
、
就
労
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
な
ど

［
申
・
問
］
福
祉
課

☎
63
・
１
４
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
62
・
２
８
８
１

少年指導センター

ヤングテレホンあらお
☎ 66-2214

★学校や友だち、家庭や子どものこと…
困ったことがあったら、ひとりで悩まな

いで！ぜひ気軽に相談してください★
●相談時間

    月～金曜（祝日を除く）
    午前 9 時～午後 5 時まで
あなたの秘密は守ります
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平成 22 年度春休み学童保育・
平成 23 年度学童保育を募集します

仕事などで昼間、保護者が家庭にいない子どもさん
をお預かりし、子どもたちの健全育成と、保護者の仕
事と子育ての両立を支援します。

校区 実施主体（場所） 申込・問（時間） 春休みの保育期間 通常の
保育期間

一小校区

学童クラブあおば
（児童と高齢者・障
害者交流拠点「あお
ば」［旧青葉幼稚園］）

☎ 62-5500
（8:30 ～ 17:15）

3月 26日（土）
～

4月 7日（木）

・
日
曜
・
祭
日
を
除
き
ま
す

・
新
入
生
は
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
利
用
で
き
ま
す

※
日
曜
・
祝
日
・
盆
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す

毎
週
月
曜
～
土
曜

二小・三小校区

荒尾二小学童クラブ
（二小敷地内専用棟）
※学校統合により、名
称を変更する予定です

☎ 65-5200
シルバー人材センター
（8:30 ～ 17:15）
☎ 69-0170

（13:30 ～ 17:30）

中央校区
荒尾中央学童クラブ
（児童養護施設
シオン園内海心館）

☎ 62-3181
（13:00 ～ 17:30）

緑ケ丘校区 カンガルー学童クラブ
（カンガルー保育園）

☎ 65-8655
（8:30 ～ 17:30）

桜山校区 小鳩児童クラブ
（小鳩幼稚園）

☎ 68-1104
（13:00 ～ 17:30）

4 月 1日（金）
～ 7日（水）
※ 23 年度通常
保育（通年利
用）希望者が
優先です

●対象
　小学生
　※新１年生～３年生が優先
●募集定員
　各クラブとも若干名
●受付期間

（春休み学童保育および平成 23
年度の学童保育どちらも）
1月 31日（月）～ 2月5日（土）
（各施設の休日を除く）

※現在利用している人も、継続
を希望する場合は申請書の提出
が必要です。
※申し込みや、保育料・保育時
間など、詳しくは各クラブに直
接お問い合わせください。
※初回利用の際には入会金（継
続の場合は年度当初の保険代）
が必要です。

荒尾第二小学校・荒尾第三小学校　閉校式典を開催します

●日時　2 月 27 日（日）
　　　　午前 10 時～正午
●受付　午前 9 時～
●会場　荒尾第二小学校体育館
●内容　式典・児童発表など

●日時　3 月 6 日（日）
　　　　午後 1 時～ 3 時
●受付　正午～
●会場　荒尾第三小学校体育館
●内容　式典・児童発表など

※車で来場する場合は、運動場が駐車場となります。係員が誘導します。
※式典開始 10 分前までにご着席ください。また、式典途中での入退場
　はご遠慮ください。
※スリッパをお持ちください。

荒尾第三小学校　閉校式典

荒尾第二小学校　閉校式典 荒 尾第二小学校と荒尾第三小学
校 と が 統 合 し、 平 成 23 年 4

月に万田小学校が開校することに
伴い、両校の閉校式典を開催しま
す。

在校児童および保護者、地域の
皆さん、卒業生をはじめ両校に関
わる人であれば、どなたでも参加
できます。

現 在、両校の関係者の皆さんで
それぞれ「閉校記念事業実行

委員会」が組織され、記念式典・
記念誌発行などの準備作業が進ん
でいます。

また、荒尾二小と荒尾三小との
統合については、「統合準備委員会」
において、円滑に移行できるよう
子どもたちの交流事業などを実施
するとともに、保護者の皆さんも
加わり新たな学校づくりに向けた
取組が行われています。

問荒尾市立小中学校統合準備委員会（荒尾二小・荒尾三小）事務局
　［教育振興課　学校規模適正化推進室］☎ 63-1653

問子育て支援課　☎ 63-1417


